
【プレスリリース】 　　　　　　　　　　　2009 年 11 月 5 日

ケニアよりハーブティー・ジャムのフェアトレード生産者パートナーを迎え

交流イベントを各地で開催

フェアトレードの専門ブランド｢ピープル・ツリー｣と母体 NGO の「グローバル・ヴィレッジ」は、ケニアの生産者パートナー「メル・

ハーブ」より生産者 2 名を迎え、11 月 22 日～28 日に各地でイベントを開催します。

メル・ハーブは、農薬や化学肥料を用いない有機栽培でハーブや果物を育て、ハーブティーやジャムに加工しています。来

日中は、ピープル・ツリーの卸顧客向け商品展示会に参加するほか、ピープル・ツリー直営店や広尾 JICA のカフェフロン

ティア、港区のエコプラザなどでワークショップやセミナー、シンポジウムを開催します。メル・ハーブのジャムを使った限定のデ

ザートやハーブティーが楽しめるイベントもあります。今回の来日イベントを通して、フェアトレードが生産者の生活支援とコ

ミュニティの発展にどう寄与しているのかなどを報告します。イベントの詳細は添付の資料をご覧ください。

 

メル・ハーブ（ケニア）生産者情報

「メル・ハーブ」は、ケニアの首都ナイロビから車で 5 時間ほど離れた、ケニア山麓の緑豊かな風景が広がるメル地方で活

動するフェアトレードの団体です。かつて干ばつと洪水が繰り返し起こっていたこの地域では、水資源を有効活用できるよ

うにと整備された灌漑システムがあり、それによって豊かな耕作地を維持することができています。これらの農地では、約

430 世帯の小規模農家がハーブティーの原料となるハイビスカス、レモングラス、カモミールなどのオーガニック・ハーブをはじ

め、ジャムの原料となるパパイヤ、マンゴ、レモンなど果物や野菜を育てており、また、約 100 名（うち約 8 割は女性）がハー

ブティーやジャムを加工する工場で仕事の機会を得ています。さらに、灌漑システムの運営費の半分がメル・ハーブの収益

によってまかなわれています。

ピープル・ツリーでは1996年よりメル・ハーブとの取引を開始。化学肥料や農薬に頼らない有機栽培を推進し、2007年

にはハーブティーに有機JASの認定を取得しました。丁寧に育てられたハーブは、女性たちによって手摘みされゆっくりと自

然乾燥することでその風味を保っています。メル・ハーブでは仕事の機会を創り出すことで生産者が自立した生活を送れ

るよう支援するだけでなく、生産物の運搬や通勤のために自転車の購入費を補助するプロジェクトも運営しています。

ハイビスカスをていねいに摘みとる女性 手摘みしたハイビスカスは天日で自然乾燥してハーブティーに
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本プレスリリースや取材の申し込み、イベントに関するお問い合わせは：

ピープル・ツリー　（担当：小野、高井）　

電話：  03-5731-6671 、ファックス：  03-5731-6677 、メール：  pr@peopletree.co.jp

mailto:pr@peopletree.co.jp


【添付資料】　イベント情報
※ 　取材のお申し込みは、ピープル・ツリー広報（電話：03-5731-6671、担当：小野、高井）までご連絡ください。

※　メインスピーカーのプロフィールは次ページをご覧ください。

「フェアトレード・ティータイム　～ケニアよりハーブティー・ジャムの生産者を迎えて～」

　【日　　時】　 2009 年 11 月 22 日（日）15：00～17：00 （受付 14：30）

　【場　　所】　 JICA 地球ひろば内 カフェ・フロンティア （渋谷区広尾 4-2-24）　

地図： www.jica.go.jp/hiroba/about/map.html
　【スピーカー】　 サリー・キモト：　メル・ハーブ　輸出マネージャー

ダイアナ・ムセー：　メル・ハーブ　品質管理マネージャー

　　　　　         　　 勝本哲也：　ピープル・ツリー　食品企画担当

　【参 加 費】　 1,500円　（グローバル・ヴィレッジ会員1,000円、デザートと  ハーブティー  付き  ）　

　【定　   員】　 50名　（要予約、先着順）

　【申込方法】  メール件名に「11月22日カフェ・フロンティアセミナー希望」と明記の上、氏名、所属、およびご連絡先を 

gv@globalvillage.or.jp までお送りください。

　【主     催】　  ピープル・ツリー／グローバル・ヴィレッジ 　

「フェアトレード・アフタヌーンティー　～アフリカの農園から届く贈りもの～」

　【日　　時】　 2009 年 11 月 23 日（月・祝）15：30～17：30 （受付 15：10）

　【場　　所】　 大地を守る会 カフェ『ツチオーネ』自由が丘店 （世田谷区奥沢 6-25-10 1F）　

地図： www.daichi.or.jp/cafeblog/2009/03/post.html
　【スピーカー】　 サリー・キモト：　メル・ハーブ　輸出マネージャー

ダイアナ・ムセー：　メル・ハーブ　品質管理マネージャー

　　　　　         　　 村田薫：　ピープル・ツリー　食品担当

　【参 加 費】　 2,000円　（グローバル・ヴィレッジ会員1,500円、デザート  の盛り合わせ  と  ハーブティー  付き  ）　

　【定　   員】　 40名　（要予約、先着順）

　【申込方法】  メール件名に「11月23日カフェ・ツチオーネセミナー希望」と明記の上、氏名、所属、およびご連絡先を 

info@peopletree.co.jp までお送りください。

　【主     催】　  ピープル・ツリー／グローバル・ヴィレッジ 　

シンポジウム「フェアトレード最前線  　  ～ケニアからハーブ農園のソーシャルデザイン～」  

　【日　　時】　 　　　 2009年11月26 日（木） 16：00～18：00　（開場15：30）

　【場　　所】　　　　 港区立エコプラザ （港区浜松町1-13-1）   地図： http://eco-plaza.net/map/ 
　【スピーカー】      サリー・キモト：　メル・ハーブ　輸出マネージャー

 　　　　　　　　   ダイアナ・ムセー：　メル・ハーブ　品質管理マネージャー 

   　                藤田和芳：　大地を守る会 会長

 サフィア・ミニー：　ピープル・ツリー／グローバル・ヴィレッジ 代表　 

　【コーディネーター】　池田正昭：　みなと環境にやさしい事業者会議 事務局長 

　【参 加 費】  　 無料     　　　             

　【定　   員】  100名　（予約優先、先着順）

　【申込方法】    メール件名に「フェアトレード最前線～ケニアからハーブ農園のソーシャルデザイン」と明記の上、氏名、所属、

 　　　　　　　　　　　 およびご連絡先をmecc-event@eco-plaza.net までお送りください。

　【主     催】　 みなと環境にやさしい事業者会議  www.eco-plaza.net/mecc  電話：03-6806-9280
　【協　　 力】　  港区立エコプラザ、ピープル・ツリー／グローバル・ヴィレッジ

上記のほか、以下の会場でもワークショップを開催します。

取材のお申し込みや、イベントの詳細情報については、ピープル・ツリー広報（担当：小野、高井）までご連絡ください。

●11 月 22 日（日）12：30～13：30　モザイク銀座阪急 1F エントランススペース

●11 月 24 日（火）19：00～20：30　ピープル・ツリー 表参道店

●11 月 28 日（土）13：00～14：30　大阪のフェアトレード＆エコロジーショップ「あいね・谷町九丁目店」

電話： 06-6767-0002



【添付資料】　スピーカーのプロフィール

メル・ハーブ　輸出マネージャー　サリー・キモト
メル・ハーブの輸出担当。 メル・ハーブのナイロビオフィスに勤務し、企画、輸出パートナーとの連

絡からロジスティックまで幅広く業務をこなす。

大学在学中から、休暇を利用してメル・ハーブのナイロビオフィスでパートタイム・スタッフとして働き

だし、灌漑施設のプロジェクト立ち上げなどにかかわる。1997 年に商業マーケティングの修士課程

修了後、メル・ハーブにフルタイムスタッフとして入り、総務マネージャーとなる。90 年代後半から、

ピープル・ツリーの支援を受けながら有機認証取得に向けての準備なども尽力し、2007 年にはハー

ブティーに有機 JAS の認定を取得。

メル・ハーブ　品質管理マネージャー　ダイアナ・ムセー
メル・ハーブの品質管理担当。生産過程の情報や最終製品が出荷されるまでの品質をきびしく

管理し、品質データの分析なども行う。

メル・ハーブが位置するメル地方の出身で、地元の高校を卒業後、ナイロビ大学で科学と食品技

術を専攻。メル・ハーブで仕事を始めてからは、環境にやさしい方法で品質の高い製品を生産す

る経験を積む。

※ 来日中（  11/19-28  ）、キモト氏、ムセー氏とのインタビューの設定が可能です。  

 ピープル・ツリー 広報（電話：　  03-5731-6671  、担当：小野、高井）までお問い合わせください。  

大地を守る会 会長　藤田和芳
1947 年岩手県生まれ。上智大学法学部卒。1975 年に有機農業普及のための NGO「大地

を守る会」設立に参画。1977 年には、大地を守る会の流通部門として、社会的企業のさきがけ

となる「株式会社大地」(現・株式会社大地を守る会)設立。有機農業運動をはじめ、食糧、環

境、エネルギー、教育等の諸問題に対しても活動を展開し、世界各国の農民との連携も深めて

いる。現在、大地を守る会会長、株式会社大地を守る会代表取締役、「100万人のキャンドル

ナイト」呼びかけ人代表、アジア農民元気大学理事長な どを兼任。著書に『いのちと暮らしを守

る株式会社』（共著：学陽書房）、『農業の出番だ！「THAT'S（ザッツ）国産」運動のすすめ』（ダ

イヤモンド社）、『ダイコン一本からの革命』（工作舎）

ピープル・ツリー／グローバル・ヴィレッジ代表　サフィア・ミニー
イギリス出身。90 年に夫と共に来日。91 年、環境問題と貧困問題についての情報発信を目的

に NGO「グローバル・ヴィレッジ」を日本で創設。93 年から フェアトレード商品の輸入を開始し、9
5 年に「フェアトレードカンパニー（株）」を設立。01 年にはロンドンに「People Tree Ltd.」を設立。

日本とイギリスを往復して業務の指揮をとる。04 年「シュワブ財団」により、「世界で最も傑出した

社会起業家」のひとりに選出される。08 年 5 月「おしゃれなエコが世界を救う ～ 女社長のフェア

トレード奮闘記」（日経 BP社）を出版。09 年 5 月「By Hand　世界を変えるフェアトレード・ファッ

ション」（幻冬舎ルネッサンス） を出版。09 年 6 月、イギリス政府より大英帝国勲章第 5位（MB
E)を受勲。

■　ピープル・ツリーについて　www.peopletree.co.jp
ピープル・ツリーは、人と地球にやさしい貿易＜フェアトレード＞を行う会社「フェアトレードカンパニー」のブランド名です。

ピープル・ツリーはアジア、アフリカ、南米の 15 ヶ国、50 団体が手作りで生産した、自然素材を活かした衣料品やアクセサ

リー、食品、雑貨などを扱っています。ピープル・ツリーは、WFTO（世界フェアトレード機関・www.wfto.com）の認証を受け

ており、公正な価格の支払いやデザイン・技術研修の支援、継続的な注文を通じて、環境を害さない持続可能な生産を

支えています。イギリスでは 2001 年設立の姉妹会社｢People Tree Ltd｣が展開しています。

■　グローバル・ヴィレッジについて　www.globalvillage.or.jp
グローバル・ヴィレッジは、環境保護と国際協力に取り組むNGOです。環境問題と貧困問題についての情報提供やイベント、キャンペーン

を通じて問題を提起し、行動を呼びかけています。また、フェアトレード商品を専門に扱うブランド「ピープル・ツリー」を展開する法人を設立し、

フェアトレードの普及・促進を行っています。

http://www.wfto.com/

